
■2019年は高成長を維持も2020年はマイナスの予想



加した。背景には2016年7月から米国
との間で特恵関税対象とされたかば
ん、財布などの輸出が堅調に伸びたこ
とがある。輸入では建設資材・機械が
需要の増加によって47.2％増、また前
年に引き続き車両の輸入額が消費意欲
の高まりによって44.9％増となった。
　国別にみると、輸出と輸入を合わせ
た貿易額の1位は中国で、前年比25.5%
増となり、全体の25.3％を曽 圡。靖



繊維は80件で5億1,000万ドル、皮革は58件で3億2,200万ド
ルであった。
　2020年1～6月の対内直接投資をみると、認可件数ベース
で全175件中121件が中国企業による投資となっており、コ
ロナ禍の下でも中国からの投資は堅調だ。

■日本からは車両および部品の輸出の伸びが顕著
　日本の財務省貿易統計（通関ベース）によると、2019年の
日本のカンボジアへの輸出額は5億6,200万ドル（前年比33.4％




